
【中学校３年生 理科】 

目標値55.5% 市平均正答率59.5％ ＜２年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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仙台市平均正答率 目標値 (%)

  ※目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

市平均正答率は目標値と同等である。（○：成果 ●：課題） 
①～④「物質の成り立ち」では目標値を 7.3ポイント，「化学変化と物質の質量」では 9.4ポイント，「動
物のからだのつくりとはたらき」では 7.9ポイント，「静電気と電流」では 7.2ポイント上回っている。 

❶「動物のからだのつくりとはたらき」の血管と血液中の物質についての設問では，誤答が正答を上回って
いる。 

❷「電流の性質」の電力量を求める設問では，目標値を 11.4ポイント下回っている。 

❸「雲のでき方と水蒸気」では目標値を 6.0ポイント下回っている。また，雲のでき方をモデル実験で検証

する設問では，目標値を 15.9ポイント下回っている。 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

４ （２） 
動物のからだの 

つくりとはたらき 

動脈と静脈について理解し，血液の循環の中で血液中の物質の量

がどのように変化するかが分かる。 

問題 

次の文は，図 2の血液の循環のようすについて説明したものです。 

文中の（ア）（イ） に当てはまる言葉の組み合わせとして正しいものを， 

あとの１～４から１つ選びなさい。 

                              

 

 

 

 

１ ア 動脈  イ 酸素   ２ ア 動脈  イ 二酸化炭素 

３ ア 静脈  イ 酸素   ４ ア 静脈  イ 二酸化炭素 

正答（正答率 36.8％） 誤答（誤答率 62.9 ％ 無解答率 0.2 ％） 

２ １… 50.4 ％  ３… 6.3 ％  ４… 6.2 ％ 

 

 

 

血管AとDは，心臓から血液を送り出す血管であり，（ア）とよばれ

る。また，血管Aを流れている血液は，血管Bを流れている血液と比

べて（イ）を多くふくんでいる。 

分析結果 

指導改善の方策 



２ 指導改善に向けて 

血液循環を各臓器の働きと関連させて総合的に理解させるために 

この設問では，肺動脈と大動脈を流れる血液の性質の違いが問われている。誤答分析から，心臓から流れ
出る血管を「動脈」ということは理解しているが，すべての動脈には酸素の多い「動脈血」が流れていると
誤って認識している生徒が多いことが考えられる。 

指導に当たっては，各臓器の働きと関連させ，物質がどのように移動していくかを説明する力を育成して

いくことが大切である。 

 

３ 改善事例 

 「血液の循環」 

１ 指導のねらい 

  血液による体内での物質の移動を，説明できるようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 

消化系，呼吸系，循環系，排出系を学習した後に，体内での物質の移動を総合的にまとめる授業を実施

する。 

① 全身の血管図を黒板に提示し，図の各部を指示しながら，これまでに学習した臓器の名前と働きを確 

認する。 

 ② 課題「それぞれの臓器を通過する前後で，血液にどのような変化があるだろうか」を提示する。 

③ 理由を明確にしながら，自分の考えをワークシートにまとめさせる。 

 ④ 黒板の図を指し示しながら，自分の考えを発表させる。 

   例）心臓…通過前は血液の流れる勢いが弱い。通過後は勢いが強くなる。 

      肺  …通過前は酸素が少なく二酸化炭素が多い。通過後は酸素が多く，二酸化炭素が少ない。 

⑤ 腎臓，肝臓，小腸なども同様に，各臓器の働きと合わせて，血液の循環に伴い体内の物質がどのよう

に変化するかについて理解を深めさせる。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

９ （１） 電流の性質 
家庭の電気器具の使用時間を減らすことで節約できる電力量を

求めることができる。 

問題 

真由美さんは，節電の方法として，パソコンを使いすぎないようにすることを考えました。パソコンを１

時間使わないようにすると，何 Jの電力量を節電できる

ことになりますか。また，それは何kWhですか。次の

１～４から１つ選びなさい。 

 

１ 9000J，150kWh   ２ 9000J，0.15kWh 

３ 540000J，150kWh   ４ 540000J，0.15kWh 

電気器具 消費電力 電気器具 消費電力 

エアコン 500W パソコン 150W 

冷蔵庫 340W 電子レンジ 1300W 

テレビ 150W ドライヤー 1000W 

照明器具 10W 電気ポット 900W 

正答（正答率 28.6％） 誤答（誤答率 69.9 ％ 無解答率 1.5 ％） 

       ４ １… 13.6 ％  ２… 31.9 ％  ３… 24.4 ％ 

 

２ 指導改善に向けて 

学習した内容と日常生活との関連を図るために 

この設問では，家庭の電気器具の使用時間を減らすことで節約できる電力量を求めることが問われてい
る。目標値を下回った要因として，生徒にとって J（ジュール・熱量）やkWhという単位は，実生活の中
で触れる機会が少なく，学習した内容を活用できていないことが考えられる。また，Jの計算では時間の単
位を秒に換算することにも課題が見られる。 

指導に当たっては，公式を教えることだけにとどまらず，学習した内容を使いこなす能力を育成していく
ことが大切である。例えば，自宅の１か月あたりの消費電力量や，主な家庭用電気器具の消費電力を確認し，
実生活と関連付けて指導していくことが必要である。特に，Jは普段の生活の中ではあまり使われない単位
であるが，科学では電力量だけではなく熱量やエネルギー，仕事の単位として広く使われているため，その
概念をしっかりと育成していくことが重要である。 



３ 改善事例 

 「電流の性質」 

１ 指導のねらい 

家庭用電気器具の消費電力や家庭全体で消費される電力量を確認し，家庭用電気器具の使用を控えるこ

とで生じる節電の効果を計算して調べることができるようにする。また，日常生活で使用する家庭用電気

器具と関連付けて説明することができるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

① 自宅の電気料金の請求書を提示し，１か月の消費電力量と契約容量（電流値）を確認させる。 

（授業ではプライバシーに配慮し，「モデル住宅」として，教師の自宅の請求書を用いる方法をとるな

ど工夫するとよい。） 

② 主な家庭用電気器具の消費電力を提示し，各器具によって消費電力が大きく異なることを理解させる。 

③ エアコンを１時間切った場合，何 Jの電力量を節電できるかを求めさせる。また，それは何kWhに 

なるかを求めさせる。 

④ 全ての家庭用電気器具を並列につないで使用すると，何Aの電流が流れるかを考えさせる。 

⑤ 契約容量を超えた電流が流れるとブレーカーが落ちることを伝え，安全の範囲内で同時に使用できる 

家庭用電気器具を挙げさせる。 

⑥ 可能であれば教師宅の特定日や特定月の電力量を提示し，実生活と数値が直接関連していることを確 

認させる。 

例）昨日は暑く，冷房を長時間使用した → 普段より消費した電力量が増えている。 

  冬場は，暖房器具を使用する → 秋よりも消費した電力量が増えている。  

 

＜事例３＞ 

設問番号 領域 出題のねらい 

１１ （１） 雲のでき方と水蒸気 雲のでき方をモデル実験で検証できる。 

問題  

雲のでき方と水蒸気について，次の問いに答えなさい。 

（１） 丸底フラスコの内側を少量の水でぬらして線香のけむりを 

入れ，右の図のような装置で，注射器のピストンを引いたり， 

おしたりしました。このとき，丸底フラスコ内の様子はどの 

ようになりますか。次の１～４から１つ選びなさい。 

 

１ ピストンを引くと白くくもり，ピストンをおすとくもりが消える。 

２ ピストンを引くと白くくもり，ピストンをおしてもくもりは消えない。 

３ ピストンをおすと白くくもり，ピストンを引くとくもりが消える。 

４ ピストンをおすと白くくもり，ピストンを引いてもくもりは消えない。 

 

正答（正答率 34.1％） 誤答（誤答率 65.2 ％ 無解答率 0.7 ％） 

      1 ２… 9.9 ％  ３… 38.8 ％  ４… 16.5 ％ 

 

２ 指導改善に向けて 

大気中の水蒸気が凝結する現象を気圧，気温及び湿度の変化と関連付けて理解させるために 

この設問では，雲のでき方をモデル実験で検証できることが問われている。凝結の様子を観察する装置は，
構造によって加圧や減圧の操作が異なるが，誤答分析から，装置の操作を通し，加圧した場合は温度が上が
り，減圧では温度が下がるといった基本的な現象について，実感を伴って理解していないことが考えられる。 

指導に当たっては，モデル実験の装置の操作方法により，装置内の空気の体積や圧力がどのように変化す

るかを理解していることが重要である。したがって，簡易真空装置やフラスコなど，様々なタイプがあるモ

デル実験の装置で，どのような操作をすると空気が膨張するのかを視覚的に理解できるように指導する必要

がある。また，「空気が膨張する → 気温が下がる → 露点に達して水蒸気が凝結する → 雲ができる」と

いう一連の現象（要因と結果）を順序立てて説明させる活動を取り入れることが大切である。 

 



 

３ 改善事例 

 「雲のでき方と水蒸気」 

１ 指導のねらい 

  容器内が減圧し，空気が膨張すると風船が膨らむことを確認し，様々なタイプのモデル装置で，空気の

減圧（膨張）が起きる際に気温が下がることを知る。 

２ 具体例（活動や指導） 

① 水風船用の小さなゴム風船を用意し，呼気で膨らませて口を閉じ，簡易真空装置に入れる。 

② 課題「この風船に触れずに，さらに膨らませるにはどうしたらよいでしょうか」を提示する。 

③ 個人→ 班で意見交換した後，黒板で図説しながら発表させる。 

④ 密閉容器中の空気を抜き，気圧を下げると空気が膨張することを確認させる。 

⑤ 様々なタイプのモデル装置で，風船が膨らむ状態を確認させる。その際は，生徒全員が装置に直接触 

れさせ，減圧時の手応えを体感させる。 

⑥ それぞれの装置で，減圧時に気温がどのように変化するかを，デジタル温度計を入れて確認させる。 

⑦ 減圧すると気温が下がることを確認し，容器の中に湿度の高い空気を入れて同じ操作をした場合にど 

のようなことが起きるかを予想させる。 

⑧ 次時に，この現象を利用して雲をつくる実験を行わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


